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１，弥栄小中合同運動会に向けて
１学期末も近づいた７月１１日（月），運動会に向けての準備の一環である小中合同集会が行われました。

中学生によるキレのある進行で，リズムよく会は進んでいきました。
印象に残ったのは，中学生が小学生を見る眼差しの優しさと，小学生が中学生を見る

「この人たちについていこう」感です。中学生は，自分たちが通ってきた道や時間を思い出していたので
しょうか。さりげなく小学生をエスコートしていました。小学生は，これから自分たちが進んでいく道や
なりたい姿を，目の前の中学生に重ねていたのかもしれません。最近めっきり薄くなった「（よい意味で
の）縦の関係」を見たような気がします。

２，寄贈の物品について
７月１３日（水）に，弥栄女性の会より，手作り雑巾１０枚とエコたわし４７個をいただきました。こ

の場を借りてお礼申しあげます。校内の美化に活用します。ありがとうございました。

３，弥栄小中合同運動会
９月１０日（土）、涼やかな曇天のもと〔 令和４年度 弥栄小中合同運動会 〕が行われました。例年同

様とまではいきませんが、可能な限りの感染対策を行った上での実施でした。結果はご覧いただいた通り
ですが、小・中学生とも持てる力を最大限発揮した運動会ではなかったかと思います。中学生の言動は、
そのまま小学生に対して〔範を垂れる〕ものになっていました。また小学生は、中学生の言動を間近で見
聞きすることで〔近づきたい模範〕に接することができました。
小学生・中学生お互いにとって、有意義な半日にすることができました。体調管理を含め、これまでの

ご協力に感謝申しあげます。ありがとうございました。


